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５月５日は「端午の節句（こどもの日）」でしたね。端午の節句というのは、とても古くから行われてい

る行事で、もともとは病気や災い（悪いもの）を避ける行事だったそう。その行事のために使っていた

「菖蒲（しょうぶ）」が、武士の言葉や道具に似ていることから、だんだんと男の子の行事になっていっ

たという話があります。そして当日なごみでは端午の節句にちなんで…入所者様に降りかかる災いを吹き

飛ばしてしまおうという思いを込めて、各フロアで職員による「尻相撲大会」を開催しました！

皆様には前もって作ってもらっていた新聞紙の兜を被ってもらいながら、飛沫防止のため大きな声を出

さないよう気をつけつつ、音のなるタンバリン等の応援グッズを用いて職員の尻相撲を応援・観戦しても

らいました。

一糸乱れぬお尻の駆け引きに、皆さん目が離せず応援グッズをたくさん鳴らして応援して下さっていまし

たよ♪おかげで尻相撲大会大盛り上がり！準優勝の盾と優勝トロフィーを授与し、皆さんの拍手で端午の

節句の行事は幕を閉じました。


